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名 寄 警 察 署

１ 薬物乱用の防止

薬物、ダメ。ゼッタイ。

覚醒剤や大麻などの薬物を乱用すると、身体や精神がボロボロになり、記憶障害や

人格変化により以前と同様の生活を続けることができなくなるばかりか、場合によっ

ては死に至ることもあります。

また、薬物乱用は周囲の大切な人を巻き込むこととなるだけでなく、幻覚や妄想に

よる殺人、薬物の購入代金欲しさによる強盗や窃盗、重大な交通事故など取り返しの

つかない事件につながるおそれがあり、社会全体に被害を与えます。

北海道警察では関係機関と連携しつつ、薬物乱用者の取締りを行うとともに、薬物

、 。密輸の阻止や密売組織の壊滅を推進し 全力を挙げて違法薬物の絶無を図っています

昨今、ＳＮＳなどにおいて、依存性や危険性はないというような誤った情報が見受

けられますが、大麻を含め、一度でも違法薬物に手を出してしまうと、その強い依存

性によって、自分の意思では止めることができなくなります。

もし違法薬物を勧められたり、誘われるようなことがあれば、キッパリと断り、そ

の場を離れることが大切です。

薬物に関してのご相談は、最寄りの警察署までお寄せください。

２ オリンピック開催に伴う警察活動への道民の理解と協力の確保

オリンピックの成功に向けて

７月23日、第32回オリンピック競技大会（2020／東京）が開幕します。道内では、

７月21日から28日のうち５日間、札幌ドームでサッカー、８月５日・６日に競歩、７

日・８日にマラソンが札幌市内で開催されます。

オリンピックは、国際的な大規模スポーツイベントであるため、警察では、テロ等

、 、違法行為の未然防止や雑踏事故防止 事件事故等への迅速な対応を図ることを目的に

競技会場や公共交通機関等における警戒警備を強化します。不審な人や車、物などを

発見した際は、警察への通報をお願いします。

また、オリンピック開催期間中は、競技会場周辺道路の混雑が予想されます。オリ

ンピックの円滑な進行と観客等の安全を確保するため、交通規制が行われますので、

公共交通機関を利用するなど、交通総量の抑制に御協力をお願いします。

３ 夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化

考えて 大切な 自分の未来

⑴ 少年向け



ア 万引きは犯罪！

○ 万引きをするほか、万引きの見張りや命令も犯罪になります。

○ 盗んだ物を買うことや、もらうことも犯罪になります。

イ 喫煙、飲酒は非行の入り口！

○ たばこやアルコールは、ゲートウェイドラッグ（入門薬物）と呼ばれていま

す。

○ 未成年は大人よりたばこやアルコールの影響を受けやすく、脳の働きや体力

・運動能力を低下させます。

○ 未成年の喫煙、飲酒はやめましょう。

ウ 大麻の乱用が増加しています！

○ インターネットなどにあふれている「大麻は身体への悪影響がない 「依存」

性がない」などという情報は誤りです。

○ 大麻の使用は心身に有害なうえ、やめようと思っても自分一人ではやめられ

なくなる依存性もあります。

○ 大麻が他の薬物乱用の「入口」になる場合があります。

軽い気持ちで大麻に手を出したら覚醒剤などの薬物にまで手をだしていた、

ということにもなりかねません。

○ 大麻はもちろん 「危険のない薬物」なんてありません。、

○ 大麻や薬物を誘われても、勇気を出して「いらない!」｢やらない!」と断りま

しょう。

断りにくいときは、その場から離れ、逃げましょう。

エ インターネットの世界は危険がいっぱい！

○ インターネットを通じて多くの子供たちが犯罪被害にあっています。

○ インターネットは相手の名前や顔が分からない分、恐ろしい犯罪や罠が潜ん

でいます。

○ ＳＮＳで知り合った相手に、だまされたり、おどされたりして自分の裸の画

像等を送らされる「自画撮り被害」も発生しています。

○ インターネット上で知り合った人が 「会いたい 「写真を送ってほしい」と、 」

言ってきた時は、すぐに家族に相談しましょう。

○ 友達などに裸の写真を送信させたり 裸の写真を他の人に転送することは 犯、 「

罪」です。

○ 自分自身を守るための３つの約束

・ 出会いを求める内容を書き込まない！

・ 個人情報や写真は掲載しない！

・ ネット上で知り合った相手とは会わない！

⑵ 保護者向け

ア 非行防止は家庭から！

○ 家庭は最も身近な社会です。



社会のルールやマナーを守らせ、善悪のけじめをつけさせましょう。

○ インターネットの利用に起因して、犯罪被害に遭う子供が後を絶ちません。

日頃から家庭でのコミュニケーションをとり、子供にインターネットの危険

性を教えることや、一緒に家庭のルールを作ることが大切です。

○ 大麻の乱用が全国的に増加しています。

子供の様子がおかしいと気になったら、すぐに警察に相談してください。

イ こんな兆候は要注意！

○ 行き先を言わず外出したり、帰宅時間が不規則になり、夜遊びや外泊が多く

なった。

○ 親に隠れて長時間スマートフォンを利用したり、知らない人からメールが届

くようになった。

ウ フィルタリングで有害サイトをブロック！

○ フィルタリングは、年齢に応じ、サイトやアプリの許可・制限などができま

す。

○ 子供が使用するスマートフォンを購入する際は、販売店でフィルタリングの

設定をしてもらいましょう。

４ 夏の交通安全運動の実施

つくろうよ 事故ない未来を ぼくたちで

⑴ 「夏の交通安全運動」が実施されます！

交通安全運動は、道民一人一人が交通安全を自らのこととして捉え、交通ルール

の遵守や思いやりのある交通マナーの実践によって、交通事故防止を図ることを目

的としています。

⑵ 運動期間

７月13日（火）から22日（木）の10日間（７月13日は飲酒運転根絶の日）

○ 運動重点

・ 飲酒運転の根絶

・ バイク・自転車の交通事故防止

・ スピードダウンと全席シートベルト着用

・ 子供と高齢者の交通事故防止

⑶ 夏季における交通事故防止のポイント

７月は、暑さや長距離運転等による疲労から注意力が散漫となり、居眠り運転

による正面衝突事故や車両単独事故が増加する傾向にあります。

ア 交通ルールを守り、スピードの出し過ぎ、無理な追越し等は絶対にやめましょ

う。

イ 車に乗ったら、全ての座席でシートベルトを正しく締めましょう。

ウ 暑さや疲れによる集中力の低下に十分注意し、眠気を感じたら直ちに休憩を取



りましょう。また、長時間運転をする際は、おおむね２時間おきに休憩しましょ

う。

５ 飲酒運転の根絶

飲む前に ハンドルキーパー 決めたかな

⑴ 飲酒運転根絶に向けた取組みの実施！

飲酒運転は犯罪であり、飲酒は車の運転に必要な運動機能や判断能力の低下につ

ながるなど交通事故を発生させるリスクが高くなります。

飲酒運転をなくすためにも、道民一人一人が飲酒事故に関心をもち、飲酒運転を

許さない環境を作ることが大事です。

⑵ 飲酒運転根絶の日

７月13日（火 、小樽市銭函において発生した、飲酒運転に起因する交通死亡事）

、 「 」 。故を受け 北海道飲酒運転根絶条例で 飲酒運転根絶の日 と制定されております

皆さん一人一人が「飲酒運転をしない、させない、許さない」という強い気持ち

で、北海道から飲酒運転を根絶しましょう。

また、発生から長期間が経過していますが、二度と悲惨な事故を起こさせないよ

うにしましょう。

⑶ ハンドルキーパー運動

ハンドルキーパー運動とは、自動車で仲間と飲食店などに行く場合に、お酒を飲

まない人を決め、その人が仲間を自宅まで送り届ける運動です。

６ 令和３年度（第２回）北海道警察官採用試験に向けた採用募集活動の実施

北海道警察官募集中「83,424㎢ ケタ違いのフィールドを守る」

⑴ 試験概要

○ 採用予定人員 220名程度

男性Ａ区分 40名程度、男性Ｂ区分 125名程度

女性Ａ区分 15名程度、女性Ｂ区分 40名程度

○ 受験資格 平成元年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた方

○ 受付期間 ７月１日（木）から８月20日（金）午後５時30分まで

○ 第１次試験日 ９月19日（日）

○ 第２時試験日 10月下旬から11月上旬

⑵ アピールポイント

ア 「あなたの個性や特技を生かせるフィールドがあります」

交番勤務や犯罪捜査、防犯活動、交通取締、災害救助など警察官の業務は多岐

に渡ります。自分が興味のあることや個性・特技を生かせる幅広いフィールドが

あります。



イ 「受験しない理由が見つからない」

悪は許せない、やりがいを持って仕事がしたい、北海道で働きたい、働きなが

ら自分の成長を感じたい、そんな熱い思いをもっているあなた。北海道警察を受

験しない理由はありません。

ウ 「仕事も私生活も充実」

北海道警察は仕事のやりがいだけではなく、私生活の充実も大切にする組織です。

給料、休暇、育児や介護との両立等、私生活も充実させたい方にとって魅力あ

ふれる組織です。

エ 「まずは北海道警察のことを知ろう！」

北海道警察では、各種説明会を開催しています。

まずは説明会に参加して、警察に対する疑問や不安を解消しましょう。

説明会の案内は北海道警察ホームページや北海道警察採用センターのＳＮＳを

御覧ください。

７ 水難の防止

夏の海 少しの油断が 事故のもと

⑴ 指定された遊泳区域内で、泳ぎましょう。

遊泳禁止区域では、急な深みなどがあり多くの危険が潜んでいます。

潮が沖に流れていく離岸流もあるので注意しましょう。

⑵ 子供から目を離さないようにしましょう。

波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。

保護者の方は、水辺で遊ぶ子供から目を離さず、近くにいるようにしましょう。

⑶ 体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう。

体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる危険があるので泳がな

いようにしましょう。

⑷ 釣りをする時は、必ず救命胴衣を着用しましょう。

高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが速い岸辺などには近づかず、安全な場

所で行いましょう。

⑸ 水上オートバイは遊泳区域に入らないようにしましょう。

危険な運転はせず、必ず救命胴衣を装着して安全航行に努めましょう。


